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新機軸蛍光性・発光性機能分子の開発 
第一部 オワンクラゲ緑色蛍光タンパクGFPの発色団を分子基盤とする 
               新規蛍光性Ca2+イオンセンサーの開発 
 発光生物オワンクラゲ(Aequorea aequorea)は、刺激を与えると緑色の光を発す
る。この発光では発光タンパク質イクオリンと緑色蛍光タンパク質(GFP)が関与す
る。まずイクオリンがCa2+と結合し励起状態の青色蛍光タンパク質(BFP)を形成
し、ついで励起エネルギーがGFPに移動し励起状態のGFP(GFP*)が生成する。この
GFP*から緑色の蛍光が生じる。GFPの蛍光発色団はペプチド主鎖内に組み込まれた
p-ヒドロキシベンジリデンイミダゾロン部である。このGFP蛍光発色団は、正しく
foldingされたタンパク内では強い蛍光性を示すが、変性させたり、断片化したり、
あるいはこの部分を含むモデル化合物の溶液状態では蛍光性を示さない。これは、
イミダゾロンの環外二重結合のE/Z光異性化によるエネルギー損失が起こるため
である。本研究では、GFP蛍光発色団と同様にベンジリデンイミダゾロン骨格を有
する、新規のCa2+イオン蛍光プローブ分子の開発を行った。 
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第二部 新規シュウ酸2-ピラジルアミド型化学発光物質の合成と発光活性の評価 
 化学発光(CL)は、化学反応により生成した励起状態の分子から光を発する現象
である。シュウ酸誘導体を蛍光発色団の存在下アルカリ性過酸化水素と反応させ
ると共存蛍光発色団からの発光（蛍光）が観測される（増感化学発光）。この発
光系は過シュウ酸エステル化学発光(POCL)と呼ばれる。本研究では、シュウ酸エ
ステル中に蛍光発色団を組みこむことで、新たに蛍光発色団を加える必要のない
新規のPOCL化合物の開発を行った。 
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